
　

国
土
交
通
省
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面

的
な
活
用
等
の
施
策
を
建
設
現
場
に
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、建
設
生
産
シ
ス

テ
ム
全
体
の
生
産
性
向
上
を
図
り
、も
っ

と
魅
力
あ
る
建
設
現
場
を
目
指
す
ｉ‐

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。ｉ‐

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
を
推
進
す
る
た
め
、国
土
地
理
院
で

も
測
量
新
技
術
に
対
応
し
た
マニュ
ア
ル

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。更
に
、建
設

現
場
で
は
、Ｔ
Ｓ
や
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
用
い

た
建
設
機
械
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
位
置

決
定
や
、三
次
元
測
量
・
設
計
デ
ー
タ
の

活
用
な
ど
、高
精
度
な
測
位
・
測
量
技

術
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、こ
こ
に
も
国
土

地
理
院
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
地
理
院
で
は
、重
要
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る「
電
子
基
準
点
」を
全
国

に
約
一
、三
〇
〇
点
設
置
し
、測
位
衛
星

の
信
号
を
受
信
し
て
い
ま
す
。電
子
基
準

点
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
が
、位
置
情

い
て
は
、直
近
一
年
で
水
平
方
向
に
最

大
約
八
㌢
㍍
、上
下
方
向
に
最
大
約
五

㌢
㍍
動
い
て
い
ま
す
。一
方
、国
家
の
位

置
の
基
準（
国
家
座
標
）が
測
量
法
第
一

一
条
で
定
め
ら
れ
、そ
れ
に
準
拠
し
た
座

表
す
た
め
、位
置
を
測
っ
た
時
期
が
異

な
っ
て
い
て
も
、同
じ
基
準
日
の
位
置
と

し
て
比
較
し
た
り
重
ね
合
わ
せ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、国
土

地
理
院
の
基
準
点
座
標
や
地
形
図
の
座

標
も
国
家
座
標
に
従
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
国
家
座
標
は
、国
土
地
理
院
が

宇
宙
技
術
を
用
い
て
地
球
上
の
日
本
の

位
置
を
定
め
、こ
れ
を
基
準
と
し
て
電

子
基
準
点
や
三
角
点
・
水
準
点
の
位
置

を
定
義
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、国
土

地
理
院
の
前
身
で
あ
る「
民
部
官
庶
務

司
戸
籍
地
図
掛
」が
一
八
六
九（
明
治

二
）年
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
一
五
〇
年

に
わ
た
り
国
土
を
測
っ
て
き
た
成
果
や

技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
五
〇
年
の
節
目
に
当
た
る
二

〇
一
九（
令
和
元
）年
に
、「
国
家
座
標
」

を
測
量
法
で
規
定
す
る「
原
点
」の
一
つ

で
あ
る「
日
本
水
準
原
点
」が
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。測
量
分
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野
の
構
造
物
と
し
て
は
初
め
て
の
指
定

で
す
。「
日
本
水
準
原
点
」は
、や
は
り
国

土
地
理
院
の
前
身
で
あ
る「
参
謀
本
部

陸
地
測
量
部
」が
か
つ
て
置
か
れ
て
い
た

国
会
前
庭
北
地
区
に
あ
り
、そ
の
建
物

は
開
園
時
間
中
自
由
に
御
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
隣
に
は
、二
〇 

　
一
八
年
三
月
に
設
置
さ
れ
た
電
子
基
準

点「
東
京
千
代
田
」が
あ
り
ま
す（
図‐

２
）。お
近
く
に
行
か
れ
た
際
に
は
是
非

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、ｉ‐

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
を
支
え
る
位
置
情
報

基
盤
の
礎
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

報
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
で
す
。こ
れ
に
は
、

位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
契
約
し

た
ユ
ー
ザ
ー
に「
補
正
情
報
」を
配
信
す

る
方
法
と
、準
天
頂
衛
星
か
ら「
補
正
情

報
」を
無
料
配
信
す
る
方
法
の
二
つ
が
あ

り
ま
す
。ど
ち
ら
も
電
子
基
準
点
を
基

に
生
成
し
た「
補
正
情
報
」に
よ
り
、リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
測
位
精
度
が
数
㍍
か
ら

㌢
㍍
級
に
改
善
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、建
設
現
場
に
お
け
る
高
精
度
な
位

置
決
定
を
実
現
し
、作
業
の
効
率
化
に

貢
献
し
て
い
ま
す（
図‐

１
）。

　

ま
た
、国
土
交
通
省
で
は
、建
設
現
場

の
生
産
プ
ロ
セ
ス
で
一
貫
し
た
三
次
元

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、公
共

工
事
以
外
の
分
野
に
お
い
て
も
三
次
元

デ
ー
タ
の
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、地
殻
変

動
に
よ
り
大
地
が
常
に
動
い
て
い
る
た

め
、測
位
衛
星
で
測
っ
た
位
置
と
三
次
元

デ
ー
タ
と
が
合
わ
な
い
可
能
性
が
生
じ

ま
す
。こ
の
地
殻
変
動
は
、わ
が
国
に
お

標
が
、測
量
に
限
ら
ず
、様
々
な
法
令
や

民
間
の
地
図
や
図
面
な
ど
で
位
置
を
表

現
す
る
場
合
の
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。国
家
座
標
で
は
、位
置
を
あ

る
基
準
日
に
お
け
る
位
置
に
換
算
し
て
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図-1　電子基準点による位置情報サービスの支援

図-2　日本水準原点標庫（左）と電子基準点「東京千代田」（右奥の白い塔）


